
第14回 JANSセミナー 

主催 公益社団法人日本看護科学学会 

日 時：2019年6月16日（日）14:00-16:10（13:30受付開始） 
 

会 場：AP東京八重洲通り 
      〒104-0031 東京都中央区京橋1丁目10番7号 KPP八重洲ビル7階 
      https://www.tc-forum.co.jp/kanto-area/ap-yaesu/ya-base/ 
 

定 員：会場受講176名（先着順）/Web受講（会員のみ）人数制限なし 
   ※会場受講にはWeb受講も含まれますので、別途のお申込みは不要です 
 

参加費：会場受講 会員4,000円 非会員7,000円 
    Web受講 会員3,000円 

申し込みは2019年4月15日（月）正午より開始します 

 

プログラム： 
13:30 理事長挨拶 
  鎌倉やよい（日本看護科学学会理事長/日本赤十字豊田看護大学） 
 開会挨拶 
  石橋みゆき（日本看護科学学会理事/研究・学術情報委員会委員長/千葉大学） 
 

13:40 第1部 講演 
 国際保健分野における看護への期待 ～近年の国際会議や技術協力等の動向から～ 
  穴見 翠先生（厚生労働省 大臣官房国際課 国際協力専門官） 
 アジア圏における看護学国際共同研究の実際 
 ～高齢者施設におけるエンドオブライフケアを題材に～ 
  池崎澄江先生（千葉大学大学院看護学研究科） 
 日本の研究成果をどのように発信するか ～国際的な研究コミュニティを基盤として～ 
  梅田麻希先生（兵庫県立大学地域ケア開発研究所 広域ケア開発研究部門） 
 

15:00  第2部 パネルディスカッション 
 座長 小池智子（日本看護科学学会研究・学術情報委員会委員/慶応義塾大学）  
  福井小紀子（日本看護科学学会研究・学術情報委員会委員/大阪大学） 
 パネリスト 
  穴見 翠先生（厚生労働省 大臣官房国際課 国際協力専門官） 
  池崎澄江先生（千葉大学大学院看護学研究科） 
  梅田麻希先生（兵庫県立大学地域ケア開発研究所 広域ケア開発研究部門） 
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 JANSは、優先的に取り組むべき「看護・保健分野の政策課題」を明確にすること、影響力
の強い研究およびそれを可能にする研究体制づくりの方向性を明らかにすることを目的に調
査を行い、平成28-29年度にかけて研究推進のStrategic Planを作成いたしました。 
研究推進のStrategic Planは、「①学際的研究の推進」、「②国際的研究活動推進」、「③萌芽
的研究課題への挑戦」の3つの柱から成ります。 
今回のセミナーは、研究推進のStrategic Planのうち、国際的研究活動推進に焦点を当てた
内容としました。看護学研究者が世界で共通する保健医療の課題解決に寄与するために、
国際共同研究に参画するにはどのようにすればよいのか、その道筋を探求することができる 
よう企画いたしましたので、皆様のご参加を心からお待ちしております。 

公益社団法人 日本看護科学学会 理事長 鎌倉 やよい 
同 研究・学術情報委員会 委員長 石橋 みゆき 

 

■講師紹介 
 

穴見 翠先生（厚生労働省 大臣官房国際課 国際協力専門官） 

東京医科歯科大学大学院保健衛生学研究科博士後期課程修了。日本大学医学部附属板
橋病院高度救命救急センターを経て、厚生労働省に入省。健康局、医政局、労働基準局、 
保険局を経て、現在、大臣官房国際課国際保健・協力室に所属。なお、2010年から約2年間、
JICAラオス国「母子保健統合サービス強化プロジェクト」に長期専門家としてラオスに赴任。 

  

池崎澄江先生（千葉大学大学院看護学研究科） 
東京大学大学院医学系研究科 健康科学・看護学専攻修士課程修了後、虎の門病院で看護

師として勤務。その後、医療経済研究機構（研究員）、慶應義塾大学医学部医療政策・管理
学教室（助教）、千葉大学大学院看護学研究科（講師）を経て、2015年より同准教授。医学博
士（慶應義塾大学） 
  

梅田麻希先生（兵庫県立大学地域ケア開発研究所 広域ケア開発研究部門） 
聖路加看護大学看護学部卒業後、東京都で保健師として勤務。その後、Nort h ern 
B r i t i s h  C o l u m b i a大学大学院（カナダ）で  先住民学の修士号を取得。公衆衛生 

学修士、保健学博士（ともに東京大学大学院医学系研究科）。聖路加看護大学（助教）、
AMDA社会開発機構（保健専門家）、東京大学大学院医学系研究科（特任助教）、University 
College of London疫学・公衆衛生学部門（フェロー）、聖路加国際大学大学院（准教授）を経 
て、2018年より兵庫県立大学地域ケア開発研究所教授。 

主催 公益社団法人日本看護科学学会 


